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本市の人口

(昭和51年4月1日現在〉

人口総数 195.630人

男 95.208人

女 100.422人

帯 数 61. 792世帯世
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公
割
丸
抱
三
か
年
計
画
を
実
施
し
、
公

州

首
覇
市
警
は
、
=
胃
八
自
主
主
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
芸
条
例
都
二
十
一
件
、
阿
和
五
十
一
年
ま
十
一
件
、
一
般

川

一一

査

員

ν
一
留
に
よ
る
署
長
言
負
担
の

川

会
計
を
は
じ
め
と
す
る
翌
十
年
度
補
正
予
算
九
件
、
大

喜

重

謀

議

皐

票

締

結

言

、

固

定

証

書

塁

塁

川

一、

i

刻

ι

酔

v
一
義
定
量
的
長
り
組
ん
で
い

川

一
ζ
恒

万

紅

白

の

hZ。
こ
の
こ
と
か
ら
も
高
の
大
型

川

委
員
の
任
事
人
事
案
件
二
件
の
計
四
十
八
雲
急
車
の
と
管
可
摂
し
ま
し
た
。

川

一ぺ

年

附

説

報

員

J

一義
援
楽
器
古
は
、
方
針
に
反
す

川

ま
た
、
選
審
理
査
会
議
員
と
補
査
の
華
乏
匹
、
さ
ら
に
費
量
に
よ
る
野
見
積
四
件
の
需
主
的
、
=
肩
二
十
九
日
に
、
一
一

川

一い

日

都

告

会

削

除

巌

飴

土

る

も

の

で

あ

η
ます。

川

士
一
品
に
わ
た
主
習
終
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

川

一

会

促

報

体

般

委

妥

び

委

拠

ヘ
一
ま
た
、
現
在
市
民
の
教
育
に
援
す
る

ー

一r

伝
聞
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別
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例

修
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政

特
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同
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符
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は
年
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士
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酌
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ι酪
…山
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ず
し
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い
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す
。
と
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一

警

は

菜

、

回

世

話

芸

童

保
耕
地
一
宮
諒
一
は
多
数
で
可
決

一
γ
ヶ
;
:
;
;
;
:
;
し
一山間出一服部

一革
新
型
議
員
会
室
と
需
費
量
な
お
、
開
会
日
U
頭
に
は
、
刑
需
一
四
覧
雪
崩
霊
否
ほ
か
各
間
一
の
人
件
費
並
び
に
そ
の
運
営
君
、
そ

一準
で
は
、
室
推
進
に
よ
り
、
室
、

一移
転
促
進
に
関
す
る
翠
特
別
書
長
京
註
及
び
政
府
関
係
請
に
提
出
す
万
霊
童
っ
て
い
る
国
及
び
柑
方
自

l
i
l
-
-一て
言
語
金
に
は
、
前
年
度
に
引
き
一
時
に
つ
い
て
、
諸
経
由
の
重
苦
よ
一
ま
た
、
話
五
十
年
度
関
係
で
は
、
京
宣
そ
れ
ぞ
れ
四
柔
道
し
ま
し
一
(
委
員
長
小
沢
霊
き
か
ら
、
製
一
る
こ
と
を
語
、
す
べ
て
の
撃
を
耕
一
治
体
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

円

円

円

一

一
警
「
警
の
貫
」
、
福
祉
の
同
誌
の
改
定
主
な
る
も
の
と
し
た
条
一
一
般
会
計
事
襲
撃
重
量
、

一た。

育
移
転
居
を
翌
臨
叩
内
に
差
一
了
し
ま
し
た
。

一

は
、
聖
母
警
基
本
意
ぴ
に
学

万

万

引

一

一上
」
、
「
甚
環
境
の
蕎
」
、
「
郡
一例
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
条
例
、
予
算
一公
華
麗
、
国
民
護
保
険
、
交
迎
会
議
会
で
の
一
盤
剛
で
は
、
宣
す
る
ま
で
の
経
過
の
中
間
報
告
が
あ
り
了

h
'
だ
''':''J'r，ん
す
棋
教
室
、
盟
主
朗
ら
か
に
さ
れ
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1

広

一

-
市
基
盤
の
器
と
重
量
」
星
昔
話
貴
重
器
し
、
十
六
百
か
一密
語
、
病
院
、
皇
型
車
、
下
一
か
ら
士
百
ま
で
の
コ
百
聞
に
わ
た
っ

一ま

し

た

。

万

一

位

対

溺

，

論

纂

富
山
て
お
り
ま
官
。
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一

τ、
掛
矧
二
百
八
十
億
章
一
季
語
一ら
二
十
五
日
ま
で
事
事
務
が
行
わ
水
道
、
華
客
薬
会
計
露
呈
て
六
費

2謀
を
代
表
し
て
立
さ
ら
に
、
本
定
例
会
票
日
に
は
、

一
'
υ
;
:
'
'
'
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，
一
こ
う
い
う
警
定
義
喜
っ
て
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h

一一五
十
一
年
度
、一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
一れ
ま
し
た
・

一伴
、
さ
ら
に
喜
禁
処
理
署
理
本
一ぃ
、
予
算
の
内
容
、
公
共
担
金

2
7八耶
孝
一
手
追
加
重
さ
れ
由
一
議
案
第
一一一+六
号
甲
府
市
旦
い
る
か
ら
こ
そ
、
重
棋
と
い
う
も
の

8

G
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一一予
算
拡
と
河
川
一
匹
の
充
若
宮
た
一
そ
の
章
、
最
終
日
の
二
十
九
日
の
一宮
前
員
約
の
変
暴
露
、
開
一
定
、
刑
害
問
題
、
主
任
制
度
な
ど
に
一定
資
産
評
価
額
芸
員
会
言
語
村
一
立
高
等
学
校
授
業
料
亙
び
入
学
一は
「
取
る
べ
き
件
質
」
の
も
の
で
は
な
く

億

億

億

一

一め
の
下
水
道
部
へ
の
河
川
智
童
、

一室
践
に
お
い
て
、
五
十
一
年
度
一
般
一
耳
目
に
砲
撃
定
の
(
仮
称
)
主
議
長
中
し
、

Z
雨
雲
社
則
一章
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
問
認
し
、
一
審
査
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
一
「
取
る
乙
と
の
で
き
る
告
の
も
の

0
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一
甲
府
商
護
軍
君
主
税
制
へ
の
会
主
、
甲
府
市
市
語
幸
喜
一
撃
砲
昔
前
の
取
得
、
思
将
棋
の
一
題
に
つ
い
て
は
、
刑
務
所
需
に
雪
一
λ
襲

撃

号

講

者

に

礎

部

室

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

一で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
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3

泡

一

一
警
に
伴
う
章
容
器
助
手
完
一芸
及
支
蓄
意
識
の
一
皇
室
一
-
一
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
一昨
年
記
塁
塁
、
十
二
月
の
喜
一
郎
氏
嘉
手
る
に
つ
い
て
の
諮
問
を
一
手
、
警
は
公
費
に
よ
る
普
及
妻
、
巨
の
伐
っ
て
い
る
教
育
の

1

1

2

一↑
足
語
、
京
主
者
へ
の
運
転
資
金
一豊
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
一一其
一各
産
宣
会
に
付
託
さ
れ
、
十
三
日
吉
会
に
お
宮
罫
内
容
と
、
華
玄
、
「
学
校
図
書
藍
正
」
、
一
震
と
売
量
の
霊
の
た
め
に
竺
霊
長
し
て
は
君
主
知
的
で
あ

買

一

一
融
資
の
利
害
凶
る
た
め
、
貸
付
期
間
一は
反
対
討
輸
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

一に
霊
会
審
査
が
一
打
わ
れ
十
五
日
の
本
言
語
害
発
表
し
た
内
容
の
喰
い
ご
国
鉄
運
賃
-語
-
語
室
主
許
闘
を
江
て
て
系
統
酌
に
お
力
豆
り
ま
す
が
、
授
霊
長
孟
章
、

計

計

額

一

一

↑

一

↑
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喜

一

一
及
落
選
方
法
の
章
、
善
意
に
一賛
成
多
数
で
、
そ
の
ほ
か
の
三
十
議
案
一
金
融
で
い
ず
れ
も
急
車
の
と
宣
告
な
ど
喜
め
、
銀
出
に
問
題
点
一
塁
、
一
塁
震
保
険
重
量
っ
て
い
る
。
義
務
警
に
お
宮
豆
出
来
る
限
η
低
割
に
抑
え
る
べ
き
で
、

ね

一

一

一

一

長

持

続

開

町

長

石

川

十

詩

吟

語

版

↑興

関

川

間

対

日
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L
ねり
u
l
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信
頼
回
復
塁
く
-J
諸
昨
日
目
当
時
計
一
日
目
的
刊
九
十
軒
町
一
同
町
内
一
こ
竹
山
一語

間

口

れ

る

も

一

特

総
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霊
に
つ
い
て
は
、
直
に
大
き
な
一
に
よ
る
計
盟
主
々
あ
る
い
は
プ
一
上
頭
震
で
、
警
護
は
約
十
六
億
一
新
年
産
、
現
在
聖
整
備
改
築
し
一
よ
う
や
く
芽
を
出
し
て
き
た
が
、
軌
道
一
と
管
理
体
制
轟
立
し
計
画
的
な
聖
の
寝
室
人
福
祉
の
各
車
衡
を
推

量
と
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
の
中
で
一
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
な
お
し
な
ど
に
ょ
一
円
位
を
予
定
し
て
い
る
。
一
て
い
く
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
一
に
繋
る
ま
で
の
対
策
と
具
体
的
置
に
一
笠
宮
。五
十
一
年
度
は
、一

億
五
千
三
進
し
て
芝
が
、
ま
だ
ま
だ
安
易

検
討
す
る
よ
品
示
し
て
い
る
。
一
り
、
投
資
的
蓄
に
耐
震
被
り
向
吋
一
な
お
、
照
明
質
収
に
つ
い
て
は
、

19・
一

つ

い

て

聞

き

た

い

。

一

百

万

円

を

計

上

し

て

需

を

は

か

る

。

す

る

思

い

や

り

、

富

白

書

の

奇

ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ

ェ

三

と
l
よ
っ
て
、
富
室
に
安
一
年
度
由
元
自
書
富
刀
が
得
ら
一
〈
V
助
役
人
事

一
答

開
銀
幸
水
道
部
に
霊
す
一
ま
た
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、
下
水
道
部
一
て
い
る
通
が
あ
る
・
老
人
の
最
も
望
む

ク
ト

-
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
霊
化
し
一
て
い
く
主
て
あ
る
・
一
れ
、
か
っ
語
家
ら
用
地
先
行
の
国
一

ナ

f

一
る
こ
と
に
よ
り
、
需
排
水
管
室
と
建
撃
の
間
で
十
分
協
磁
し
、
皇
と
と
ろ
は
、
老
後
を
軍
事
認
の
人

三
諸
問
町
長
。齢スポーツ

一諮問純一短打開幻一

T
けれれ

一
軒
目
現
時
諒
一
暗
殺
寸
前
日
室
長
許
制
芦

部
か
ら
は
登
用
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
一

五
一
年
度
に
野
球

一
買
収
し
た
い
と
唱
え
て
い
る
。

一

問

題
が
辞
任
の
意
思
高
め
た
一
〈

〉

教

育

問

題

一と
に
あ
る
の
で
、
喜
志
学
校
教

皇

は

十

詰

く

。

一

場

用

地

を

取

得

一八
〉
動
物
置
移
伝

一
角
く
が
そ
の
盟
国
委
任
助
役
の
選
一

一胃
、
基
警
の
掛
、
あ
る
い
は
韓

関
不
況
に
よ
る

減

収

が

予

想

さ

れ

一

一

現

在

地

を

登
山
憎
し

一
君
臨
及
び
一
一
命
に
つ
い
て
の
考
一

教

育

財

源

安

定

の

た

め

一
議
員
を
通
じ
て
、
賞
品

E

Mu-持
段

目

的

肘

七

一

ト

一

河

口

時

仁

持

一

移

転
は
さ
ら
に
検
討

一
ぇ
諸
民
仁
一
一
月
上
旬
に
年
一

高

校

授

業

料

を

改

定

一

九

は

汚

1
22
事

一
を
庄
迫
し
な
い
措
慣
を
と
る
考
え
が
あ
一
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
一
間
働
相
聞
は
、
遊
亀
公
聞
が
適
柚
一令
を
理
由
に
辞
意
の
意
思
表
示
が
あ
っ
一

間
公
共
棋
金
の
改
定
で
も
、
市
民
一
の
学
校
選
醤
膏
を
一
と
す
る
と
、
五
十
一

べ
き
だ
が
、

同
チ
ー
ム
に
は

費

5-te

一
形
で
議
さ
れ
る
か
削
き
た
い
。
一
で
あ
り
、
需
の
財
政
規
模
か
ら
す
れ
一
た
が
、
刑
務
所
移
転
帯
の
問
題
も
あ
り
一
的
合
意
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
二
十
は
二

・
五
八
倍
、
五
士
一
年
は
二
〈
V
刑
務
所
移
転

。

財

政

問

題

一り
だ
と
避
吋
て
雪
問
題
も
出
る
の
一
答
今
日
の
低
成
長
下
の
著
書
一
答
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
富
一
ば
、
大
規
模
な
自
然
顧
問
は
無
理
だ
一
言
ま
で
富
し
て
き
た
・
し
か
し
、
一
反
対
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
芝
、
一
六
九
倍
、
五
十
三
年
に
は
二
九
-
ニ

地

質

調

査

を

財

政

運

営

は

一ぺ
庁
外
か
ら
支
れ
る
べ
き
だ
と
旦
が
も
た
ら
す
、
イ
ン
フ
レ
来
況
に
よ
一
体
育
の
富
島

tて
密
工
し
た
も
一
と
思
う
。
芝
、
公
的
に
乙
だ
わ
る
乙
一
辞
意
が
固
い
た
め
、
十
五
日
に
正
式
に
一
課
而
寄
金
値
上
げ
f重
一
詰
い

i
倍
と
な
り
、
平
宇
主
二
・
七
ニ倍一

し

最

終

決

定

厳

し

き

増

す

一

2
ど
う
か
@
一
る
形
容
が
市
税
収
入
に
及
ぼ
す
の
は
新
一
の
で
、
第
一
期
工
事
は
、
昭
和
五
十
二
と
な
く
、

E主
に
移
転
車
警
一
ま
る
と
と
と
な
っ
た
。
後
任
に
つ
い
一
と
と
は
評
価
で
き
る
が
、
警
護
主
で
あ
る
。
従
っ
て
霊
程
一
一

・

三

間

甲

府

製

宮

移

転

費

高

一

答

本

年

度

以

降

の

皇

官

、

一

番

以

降

李

恕

さ

れ

る

の

で

、

皇

居

室

若

者

手

す

τて
い
る
か
ど
う
か
を
再
号
、
財
一
て
は
、
襲
警
軍
高
ら
れ
る
一
の
価
上
げ
に
は
反
対

Z
Z去
と
し
、
産
乙
れ
に
雲
う
と
し
吾
官
官
題
解
あ
る
協
力
に
よ

間

車
危
機
自
治
体
の
才
入
を
言
り
酷
し
い
も
の
が
あ
る
。
望
者
一
摘
の
と
お
り
才
入
震
が
揮
で
は
な
一
る
乙
と
に
な
る
。
夜
間
雇
の
中
で
蓄
を
つ
吋
る
べ
き
す
を
早
り
れ
ば
六
月
様
空
襲
し
た
一
ぃ
。
二
千
円
値
上
げ
し
た
重
喜
ら
一
い
る
。
了
、
あ
と
一
辞
書
に
迫
っ
た
と
と

確
保
す
る
に
は
、
霊
製
よ

2
2につ
い
て
は
、
警
の
三
一

一
孝
之
い
か
急
わ
れ
る
a

し
た
が
っ
て
豆
乙
の
公
闘
の
重
量
官
、
第
三
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
-
い
と
噌
え
て
い
る
が
、
一
天
制
に
す
る
一
定
し
て
も
ら
い
た
い
。
一
全
国
的
に
は
=
一
O
県
高
上
げ
を
し
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
当
局
の

財
政
制
度
の
改
革
乙
毒
事
足
る
一
で
き
れ
ば
五
O
M
く
ら
い
に
し
て
も
ら
一
サ
ー
ビ
ス
畠

E
Zさ
な
い
よ
う
一
期
計
画
の
震
を
見
て
そ
の
効
果
富
一
答
動
物
闘
の
移
転
は
公
約
で
あ
一
考
え
は
な
い
。
一
工
申
答
官
=
市
里
立
干
裏
翼
高
霊
校
に
民
は
、
華
財
笠
斗て
fて
E」ぶいる義状況宅で晶雲る。

7玄
揖
力
「
長
板
童
窟
雪
を
表
手T
言
の
で
あ
る

わ存貯

Eだ芸
が
、
語
、
全
音
国
十
芸
穴
都
需
市
で

4一τいたい
じ
し
、
叩
碧
方
債
努
の
窪
げ
呈
条
件
の
量
緩
旦
一
豆Eの
見
是
な
お

Tしは
易
勿
論
習
の
乙
と
李
予
旦
す
る
言
も
の
宅
で
、
現
霊
在
、モ君の
葉
認
豆
可
旦
一

τる。
し
か

tし、刑
型
務
所
喜
移
転
草
や
仮
霊
称
豆
買
旦
ナ

.οο組
織

改

革

一

政

塞
霊
施
し
是
て
い
=
る
商
宮
ロ
品
伺
拐
切
霊
手
串
山
口
税
な
ど
一
利
も
は
か
つ
て
も
ら
い
た
い
と
噌
え
て
一
の
効
率
的
執
官
、
好
む
と
好
喜
る
一
皇
軍
備
を
し
て
い
る
。
概
要
は
、
一
高
校
の
誘
致
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一

τて
き
た
が
、
患
の
よ
う
に
問
主
主
任
制
度
量
指
示
し
た
通
雪
出
し
な
る
の
か
。

一

一

一

一

、

一

河

川

課

段

置

で

一

一

一

の
草
創
般
の
構
想
は
ど

zE・

E.乙
の
ほ
か
、
超
過
負
揺
の
解
消
一
と
に
か
か
わ
ら
ず
ど
う
し
て
も
実
施
せ
王
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
露
出
雲
、
一
が
あ
り
、
思
品
世
し
て
し
る
の
一
一
硬
聖
し
て
き
た
の
で
、
将
来
の
笠
て
き
た
が
、
富
の
手
当
産
主
盈

答

刑
普
移
転
に
対
す
る
莞
住

ま
た
、
内
部
的
に
は
、
組
織
、
事
郡
一も
重
で
あ
る
わ
宅
、
国
に
対
し
一
ざ
る

(2) 

市政

一般質問の概要

昭和51年5月1日りよだぷ』
ヱ王議

不
況
下
で
の

財
政
問
題
を
論
議

一
日
樫
貸
附
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
溝

口
一
雄
(
公
悶
覚
)
、
武
川
和
好
(
共
産
党
)
、
市
村
田
男
(
閉
政
ク
)

閉
川
正
雄
(
市
政
ク
)
、
白
井
成
夫
(
自
民
党
)
、
小
相
匡
(
社
会
党
)

の
六
氏
が
各
句
会
派
告
代
表
し
て
、
財
政
問
題
、
割
引
郡
南
移
転
用
閣
の
取

得
に
か
か
わ
る
問
題
を
中
心
に
活
発
な
輸
織
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
.



m
uな
が
ら
改
持
し
て
い
く
。

一合
は
、
国
自
拡
が
酎
抗
煎
春
開
ず
る
と

職

員

の

退

職

勧

奨

一
給
与
に
つ
い
て
は
、
型
車
高
一唱
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
震
で
市
の

図

町

一

優
遇
措
置
で
対
処

一に
誌
づ
い
て
五
百
を
是
ん
で
い
る
。
亘
書
毒
症
し
な
が
皇
位
し
て

成

汗

容

!
一
間

五
十
一
年
度
に
寄
る
豊
定
一そ
れ
以
上
の
人
事
院
勧
告
が
あ
っ
た
掛
い
く
。

満

別

切
内
…

一U
I
U
M
U
M
-
N
貝山崎九日一

六
十
五
才
医
療
費
無
料
は
継
続

制

(

計

な

土

是

主

の

支

持

聞

き

た

い

。

一

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

も

積

極

推

進

算

川河

E
J一
答
定
数
と
人
件
暫
仰
制
に
つ
い
て
一

崎

、

三

一

一
は
、
事
務
霊
童
び
合
理
化
霊
め
一

間

六
十
五
才
以
上
皇
人
医
事
一の
で
喜
も
草
し
て
い
く

J
ての

肝

国
民

・
三
る
中
で
却
制
を
は
か
つ
て
い
る
が
、
昨
夜
間
程
、
主
も
理
的
に
悲
し
一お
に
重
な
財
源
砲
保
に
は
努
力
し

引

委

)
土
語
、
組
合
と
の
惜
し
益
い
で
、
人
事
一て
い
、
べ
き
だ
と
思
う
が
、
閉
喪
主

一て
い
く
。

国

~
一
院
勧
告
の
W
拍
手
当
分
の
支
給
を
カ
ッ
ト
一え
方
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
社
一
ま
た
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
マ
岳
動
の
必
製

品
百

二

し
て
、
君
事
串
防
い
で
き
た
。
し
一講
習
中
に
あ
っ
て
は
、
ょ

η人
の
す
も
痛
感
し
て
お
り
、
社
協
議
詰

桧

川
一
か
し
、
筏
補
者
、

稿
投
定
員
輔
の
必
嬰
一心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
必
袈
で
あ
り
、
一
で
協
隠
し
て
、
五
十
一
年
度
か
ら
閉
民

胤
此

i

e
J

2
1

、f
eJ

〉

r
-y
-
t

J
-
3
ー

二

千

貧

は

、

豊

富

撃

妻

し

な

一ポ
ラ
ン
テ
ィ
マ
露
骨
広
め
て
い
か
な
一の
協
力
の
も
と
に
霊
的
に
蓋
し
て
一

度

ト

宣
告
で
は
総
重
聞
の
員
、

高

の
開
発
会
話
益
事
に
関
連
し
て
、
重
量
世
を
は
じ
め
と
一
い
よ
う
に
努
め
る
宅
確
保
し
て
い
一吋
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
吉
是
警
一い
く
べ
く
目
下
軍
備
中
で
あ
る
・
一

年

f

E
し
て
、
国
母
第

て
第
二
団
地
、
刑
訴
石
市
移
転

に

伴

う

益

還

の

一

聖

母

取

得

辰

吉

問

題

点

を

一

三

一

ど

う

唱

え

て

い

る

か

。

一

一

府

陵

情
掲
し
、
今
後
の
公
社
の
運
営
に
つ
い
て
、
理
事
に
は
緊
か
喜
能
な
人
事
任
命
す
る
芝
方
喜
一
ま
た
、
退
職
勧
奨
に
つ
い
て
も
、
財
一
答
六
十
五
才
以
上
皇
人
医
療
費
一

老

人

健

診

に

一
和

田

明

質

め
て
霊
的
な
改
革
再
う
べ
き
だ
長
し
ま
し
た
。

一

政

的

な

品

与

し

て

、

優

遇

措

堅

一震

匹

、
私
の
襲
と
し
て
行
う
も
一

は

自

覚

促

す

十
昭

り
-一日

いM
T
q
i
h
町
山
崎
町
町
民
吋
何
日
開
1

お
針
日
刊
訂
作
一
位
古
河
川
一
:
商
業
高
校
主
任
制
:

一れ
μ
れ
れ
鉱
山
山
口
「
で
お
一
引
、
引
れ
l
u
l
u
U
M
U
M
M
i
-
-
z
H
H
A
M
u
l
i
-
H
M
M
M
H
j
i
n
n
i

-

一

束

配
慮
を
行
っ
て
里
か
ら
信
頼
さ
れ
る
必
草
し
て
い
く
、
と
強
い
決
意
が
一
取
さ
れ
ま
し
た
。
一

合

意

を

得

て

実

施

一な
ら
な
い
が
、
安
震
診
査
は
効
率
一指
揮
#
理
的
に
行
う
を
も
に
、
実

二
一

ζ
の
ほ
か
世
襲
問
、
逐
審
査
で
の
要
望
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

一的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
喜
怒
る
干
防
裂
を
た
て
て
い
く
。

一

一
変
更
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

一で
、
投
資
的
経
冒
へ
投
入
で
き
る
一
般
一

間

甲
府
間
諜
高
校
へ
の
主
任
制
源
問枝
、
小
中
学
校
の
状
況
亭
勘
案
し
、
混
一の
予
防
の
具
体
的
術
情
は
ど
う
か
。

一
也
の
ヰ
防
に
つ
い
て
は
、
時
税
衛
生

さ

一

根

幹

事

業

計

画

一

答
繊
幹
事
紫
計
画
は
、

計
図
ど
お
一興
福
確
保
し
て
い
るJ
え
で
あ
り
、

一入
に
つ
い
て
の
唱
え
方
は
ど
う
か
。

一場
の
教
師
と
十
分
路
上
巻
訳
書
ぃ
、

一
答

者
人
の
護
霊
に
あ
た
っ
て
一士
の
協
力
の
も
と
に
、
各
地
織
の
寄

j
一

は

若

干

見

直

す

一
り
実
施
し
て
い
く
事
で
あ
る
。
し
か
根
幹
事
審
思
量
し
て
い
き
た
い
一

答

制
度
に
つ
い
て
は
法
律
で
あ
る
豆
が
合
意
書
る
宅
、
ス
ム
ー
ズ
一は
、
で
き
る
限
り
の
務
力
を
し
て
い
る
一会
、
保
育
閥
、
小
学
校
で
草
的
に
7

.
一

一
し
、
す
で
に

一年
を
澄
通
し
、
財
政
一
と
考
え
て
い
る
。

一の
で
最
栴
的
に
は
実
施
し
な
吋
れ
ば
な
一な
学
校
側
出
醤
が
で
き
得
る
よ
う
な
地
税
一が
、
や
は
り
者
人
自
障
が
自
分
の
鎚
阪
一ッ
紫
塗
布
骨
淀
施
し
て
き
た
.
新
年
度

A
Z
一

間

五
十

一
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
一
状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
し
、
根
幹
一

一ら
な
い
が
、
実
施
の
方
法
は
、
県
立
高
一壱
経
て
挺
施
し
た
い
。

一軒
守
る
と
い
う
意
撚
骨
も
っ
と
と
が
大
一も
引
観
音
梁
施
し
て
い
く
。

-
財
政
実
態
の
中
で
も
続
続
的
な
姿
腎
で
一
事
揖
計
四
索
定
時
に
は
同
窓
め
な
か
っ
一

6
5
ιE
gi
s
-
g
JI
R--2

2
・

5
t
g
AB
E
t
-"・
Mg
-E
i
sa"E
む

g
b
g

E
UE
ιeg

g
-
-3
8
E
-
g
F
g
tug-
-審
5
8
5
号

E色

謹

一
編
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
主
肩
痛
一
た

E
2で
の
大
き
な
裏
も
具
体
一

E
E
E
E
E
E
E
下
条
し
尿
処
理
掛
の
軍
需
に
は
全
雲
間
確
に
し
て
需
撃
を
君
、
高
校
筏
築
制
の
改
定
、
実
の
教
え
る
の
奇
襲
に
、
制
度
毒
に
つ
い

「
一

需

の
移
転
帯
大
き
な
里
負
担
案
一
化
し
て
き
で
い
る
の
で
、
奪
度
予
算
一

園

調

咽

靖

週

噌

闘

力

主
げ
て
あ
た
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
高
間
に
実
施
し
て
い
く
。
室
、
公
宵
と
い
う
面
か
ら
踏
み
切
ら
ざ
る
毒
て
星
し
号
す
る
べ
く
菌
室
め
て

市

一

健
き
さ
れ
る
事
警
護
し
て
い
か
一
編
成
に
あ
た
り
、
若
干
の
見

r
t

・-EE
E
E
a
成

金

霊

の

結

果

の

護

者

へ

の

通

産

言

語

は
、
一
世
帯
一
住
宅
か
な
か
っ
た
が
、
引
上
げ
定
書
震
い
る
。

、

一
な
吋
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
富
市
政
一
て
い
る
。

主

の

見
通
し
に
つ
い
て

一

雄

出

官

、

可
能
な
限
り
即
時
的
に
行
う
よ
ら

一人一

室
へ
長
的
転
換
を
し
て
の
整
備
に
棄
す
る
渡
腎
で
あ
り
、
ま

中
央
卸
売
市
場
事
業

府

一

執
行
方
針
に
基
づ
く
草
案
置
を
一は、

国
需
要
事
を
踏
ま
え
る
中
一
(
園
田
会
費
〉
絡
会
活
動
の
日
?
ユ
配
慮
す
る
こ
と
。

い

く

が

、

富

霊

に

は

県

と

協

議

し

た

、
語

鉱

草

壁

母

負

担

軽

減

の

つ

り

君

、
重
り
の

提

言

、

一
化
、
専
門
化
に
伴
い
、
乙
れ
を
補
助
す
(
農
林
水
産
業
費
)
臨
時
協
合
併
の
て
心
え
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
上
陶
磁
的
か
ら
公
費
負
担
と
し

昭
和
五
十
一
革
度

各
会
計
予
算
案
(
十

一
件
)
号
付
駐
さ
れ

「
宇
算
特
別
署
員
会

は
、
=
一
月
十
六
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
の

問
、
八
日
聞
に
わ
た
っ
て
慎
盈
に
審
査
し
た
結
果
、
商
業
高
臨
時
世
業
制
改
定
串
一
合
む
一
般

会
計
予
算
は
多
数
を
も
っ
て
、
他
の

特
別
会
計
予
算
は
岳
蚕
一
致
で
、

m
E
E
m
型
揺
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

第 29号

予
算
特
別
委
員
会仁、

昭和51年5月1日( 3 ) 

市悦 7，818.343
t51.112i';l 

地方交付悦 1， 02 ~ ， 68 ~ 
¥6.80;'，，) 

"支出金 548.057
( 3.63~a 

侵入金 '50∞。
( 2.3~;) 

分組金負担金
403，691 
(2.611;'';1 

必収入叫1，809
12.66ヲ.;1

その他 597η2
IJ制%1

市 f・1.053，同{
(6. 9S~~日

ぐζP
中西委員長

昭和51年度の主要施策
。教育振興のための事業 (2，123，699) 0生活環境聾備のための事業 (5，575，679)
南西小建設関係 301，114 ごみ収集費、ごみ埋立用地取得賞 144，880 

校舎m改築(池田小、山城小、北中 258，409 不燃物処理施設建設関係 300，000 

プーノレ新設(羽黒小、城南中 59，230 生活関速道路整備 50，000 

屋体増改築(朝日小)、トイレ水洗化(東中)81，188 道路新設改良、舗装備修ほか 263，647 

小中需用費棟準費 (3か年計画初年次分 37，630 河川美化、河川水路整備 82，350 

小中教材教具整備 (5か年計画3年次分 57，769 公園整備(小瀬、荒川、遊他ほか)、緑化推進 74，825 
商業高校移築 691，079 下水道事業 1，865，835 

文化協会設立準備費 300 上水道拡張事業 1，481，050 

小瀬スポーツ公園拡張工事 255，000 く〉都市基盤及び産業援奥のための事雛(1.176，074)

夜間照明施設新設 (2か所 20，920 刑務所移転事業(地質調査等 2，400

0福祉向上のための事業 (4，202，726) 動物園移転調査費 500 

医療費助成(老人、乳児、母子家庭 594.205 丸中地区再開発事業 18，455 

訪問看護制度創設準備費 200 街路事業(上阿原寿町線、高畑笛竹線、

精簿者一日海の家開設 32，769 甲府駅前線等 248，510

予防接種、成人病対策、レントゲン車購入 41， 972 中小企業融資資金貸付 250，000 

地方病潟県建設 82，611 農道等改良整備 30，050 

歩車道カラ ー化、カープミラ ー防護相設置等66，728 非補助土地改良事業 149，272 

ホームへNパー派遣(14名 17，027 公有林整備、椋道整{柑 181，072 

福祉手当等(心身障害児、母子家庭児童、 く〉住民サービス向よのための事難 (102，524)

敬老祝金ほか 222，044 防犯街路灯料 5，191 

私立保育所運営費補助 40，802 公会堂建設費補助 4，500 

公蛍住宅建設(一般46、身障 4)関係 382，859 市民まつり補助 1，700 
勤労者海の家借上げ、市民いこいρ里管理費 4，959 国際親交安員会事業補助ほか 2，880 

(単位千円)
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一O
医
療
保
険
改
恐
に
反
対
す
る
ロ
思
表

一川

交
通
四
法
案
成
立
促

側
法
第
甲
府
市
臓
告
は
、
乙
れ
ら
の
法
律
す
る
必
婆
カ
あ
る
と
恩
制
す
る
と
こ
商
腿
に
も
つ
な
が
旦
間
民
集
団
に
探
閣
を
巡
め
、
す
す
ん
で
個
性
、

一

一

m

一明
ほ
か
一
件
(
山
製
県
消
費
者
団
陸
連

而

進

を

求

め

る
意
見
書

ニ
中
小
量
交
通
事
重
量
察
即
堅
苦
れ
き
と
を
強
く
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
当
面
、
切
角

の

君

主

喜

ん
て
お
り

ま

す

。

力
、
適
性
の
霊
を
図
書
雪
行

…一
議
望
事
務
局
長

・
中
山
淳
子
ほ

市

重

量

産

業

、

わ

吋

て

主

鉄

基

盤

の

強

化

に

関

す

る

鴎

喜

望

み

ま

す

。

摘

雑

貨

を

重

さ

せ

な

い

た

め

に

よ

っ

て

甲

府

市

壁

は

、

市

民

生

う

た

め

に

は

、

学

校

悪

事

計

画

…
一
台

一

パ
ス
産
業
に
お
い
て
は
、
モ
ー
タ
D

置
訣
英

国
民
健
康
保
険
事
難
も
、
今
民
健
康
保
険
法
改
正
の
よ
う
活
を
守
る
た
め
、
開
銀
巡
賞
、
電
的
に
利
用
し
な
く
て
は
い
吋
な
い
と

山
一
、

一川

町
↑0
変
通
四
法
算
成
す
促
進
の
決
犠
(
山

一
川
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
発
遥
と
、
過
密
過
疎
三
夜
通
事
業
に
お
吋
る
公
共
割

由

経

営

健

全

化

と

被

な

初
診
時
、
入
院
時
の
患
者
負
担
報
、句
話
相
金
の
据
慣
き
を
強
く
袈
あ
り
ま
す
。

工

一

一
梨
県
安
通
巡
輸
労
働
組
合
協
議
金
議
長

一…

に
よ
る
λ
口
の
壁
な
ど
に
よ
っ
て

〉

j
i
i
i
i
j
保
険
者
負
担
の
軽
減

増
、
保
険
霊
童
の
政
令
部
喜
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
学
昔
話
喜

一
一
岡
部
復
器

か

)

一
川
蛮
大
な
危
揖
を
迎
ィえ
て
い
ま
す
。
と

今

定

例

会

畳

経

日

を

求

め

る

意

見

書

え
は
取
り
止
め
、
あ
く
ま
で
も
問
、
ま
た
、
政
府
は
公
共
事
業
と
そ
の
育
一
拍
動
の
中
で
本
来
の
回
的
砂
果
す

川一

一附

ニ

Q
国
税
柑
生
恕
剛
(
共
立
福
山
糾
セ
ン
タ

百
り
わ
吋
、
公
共
交
通
は
衣
・
食
住

の
三
月
二
十
九
日
の

閣
の
制
度
と
し
て
の
老
λ
露
世
慰
霊
に
お
い
て
財
政
護
轟
塁
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
問
民
の
た
め
に
は
、
学
校

図

書

量

雪

山
了
申
府
共
立
病
院
歯
料
、

山
梨
霊
協

一川
と
と
も
に
現
在
社
会
信
市
上
必
理
不
偉
圃
本
会
磁
で
意
見
書
回

無
郡
氾
、
高
額
療
聾
費
支
給
な
ど
の
立
し
、
間
民
値
既
保
検
事
端
程
儲
の
制
得
で
き
る
ル
ー
ル
の
確
立
持
図
る
専
門
的
に
怒
る
服
員
が
必
必
で
品

川一

甲
府
刑
務
所
移
転
手
定
加
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
し
た
室
拙
区
の
喜
町
へ
の
移
転
が
露
と
な
っ
た
こ
と

一一
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
毒
聾

件
を
可
決
し
地
方
自

密
警
に
つ
い
て
は
苦
し
い
も
健
全
化
会
露
者
負
担
の
護
を
ベ
品
切
な
賠
償
持

mぜ
ら
れ
主
手
。
し
か
し
な
が
弓
現
在
の
引

い一
拍

車

支

部

代

表

慎

重

ほ

一
初
出
耕
一
…
綿
一
一
一
一
一
時
撚
龍
一
三
抑
制
u
r

一
…
臨
時
議

見一誠一一批
判
間
関
出
品

d
w
H
Hのでお一いい
U
J側
部
地
脱
出
品
問
喜
子
E

従
っ
て
、
=
一
月
八
自
の
雲
磁
の
回
頭
、
小
沢
柄
維
持
別
議
員
長
か
ら
、
十
二
月
蟻
会
か
ら
の
経
過
に
つ
い
て
、

F
J
R
ら
、
現
在
制
方
公
共
団
体
の

意

ほ

か

関

係

各

大

臣

に

が

各

種

限

保

険

の

保

書

留

を

電

話

料

金

の

据

置

き

に

関

す

る

意

見

書

品

の

H
t
;、
乙
二
《
で
き
る

一道
路
語
促
進
対
策
賞
金
品
・
渡

中

間

報

告

が

さ

れ

ま

し

ミ

そ

の

内

容

疑

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

一

川

白

川

、

言

語

し

い

費

で

あ

そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま

増
大
さ
せ
、
夏
て
、
富
農
険

に
関
す
る
意
見
書

学

砲

事

臣

、

室

長

吋

る

と

し

て

品

配

Y恥
定
以
来

…一
辺

善

一

一

川

町
一
の
市
道
編
入
・
整
備
(
伺
し
、
間
断
曾

甲
府
刑
事
附
の
移
転
予
定
地
は
、
大
一
輸
事
出
す
、
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
特
一回
、
転
職
及
び
工
事
中
の
被
害
防
止
の
一
川
り
ま
す
@

し
た
。
制
度
下
に
お
吋
吾
被
用
者
保
険
か
ら
昭
和
四
十
八
年
の
石
油
危
暗
に
術
資
規
提
供
源
を
器
盤
と
す
る
教
育
活
二
十
世
年
も
放
出
さ
れ
て
き
ま
し

川一

一

一

一

引

剛

一図
面
中
上
の
道
路
)
円
甲
府
市
下
岳
呆

i之
盟

主

五

五

O

番号

E
S
E
-題一
山

し

た

が

っ

て

、

Z
F
i
j
i
-
j
j富
退

職

者

の

更

は

、

富

士

発

し

た

?

と

イ

ン

フ

レ

動

の

中

露

で

あ

り

、
そ
の

働

き

た

。

、

字

国

主

喜

男

ほ
か
)

の
土
惜
六
九
、
六
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
一
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
以
上
回
点
喜
主
す
る
党
主
主
山
一
定
の
震
を
付
与
し
、
危
植
に
立
引
き
歯
応
負
担
に
関
す
る
差
康
保
障
の
経
草
署
し
く
困
難
に
し
は
、
現
在
も
な
お

富

喜
重
迫
は
警
活
動
全
領
域
に
わ
た
り
、
し
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
学
校
図

止

言

語

入

・

襲

(

習

聖

書

(
一
万
二
千
坪
)
季
読
と
定
め
、
一
そ
の
結
果
、

語

十
=
百
に
拙
元
自
一堀
之
内
町
自
治
会
告
と
の
間
で
一
国
一
山
つ
公
共
変
通
の
健
全
な
確
保
の
た
め
来
て
お
り
、
と
れ
が
た
め
被
保
険
者
の
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
会
で
は
、

か

も
多
角
的
に
歯
さ
れ
る
も
の
で
喜
に
需
的
職
務
主

義

点

目

書
会
副
会
長

・
義

知

事

十
-
百
十
吉
に
市
，
語
か
ら
制
一
宣
言
ら
、
刑
務
霊
吋
入
れ
を
前
提

τ、
正
式
「
堀
之
内
町
拙
内
主
主
に
は
、
す
で
に
七
六
塁
に
提
案
さ

t
S交
通
事
業
金
融
公
民
揺
を
を
く
し
て
お
り
ま
さ
ら
に
豊
富
の
大
巾
な
随
あ
り

ま

す

。

属

さ

れ

、
図
書
の
も
つ
槽
能
力

川一

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

り
一
治
会
に
対
し
て
正
式
に
協
力
方
毒
情
一
と
し
て
、
二
十
五
晋
か
ら
な
る
霊
一
九
、
六
九
六
車
万
メ
ー
ト

(4) 

堀
之
内
町
と
覚
え
書
調
印

リ
刑
務
所
移
転
特
別
委
中
間
報
告

H


